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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第79期
第３四半期
連結累計期間

第80期
第３四半期
連結累計期間

第79期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 39,512,503 40,433,839 51,354,726

経常利益 (千円) 1,556,608 1,406,859 1,655,261

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 1,055,419 948,742 1,159,307

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,172,975 997,277 1,429,476

純資産額 (千円) 12,166,129 13,833,457 13,017,760

総資産額 (千円) 39,340,769 40,308,647 37,142,391

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 87.32 78.42 95.90

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 30.9 33.0 33.4
 

　

回次
第79期
第３四半期
連結会計期間

第80期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 43.72 38.34
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。また、

主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績の異常な変動等又は、前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府による経済対策効果等による雇用環境や企業収益の改善

を背景に、緩やかな景気回復基調で推移いたしましたが、世界経済の変動による影響等から先行き不透明な状況が続

いております。

　食品業界におきましては、消費者の安全・安心への意識の高まりや低価格志向継続のほか、競争激化や人手不足

等、厳しい経営環境で推移いたしました。

このような環境のなかで、当社グループにおきましては、販売力の強化、お客様のニーズを捉えた商品開発、お客

様への迅速な対応に努めて参りました。その結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は、404億3千3百万円

(前年同期比2.3％増)となりました。

利益面に関しましては、海外食品事業が操業開始初年度で経費負担が大きいことや、国内における物流費の増加等

から、営業利益は13億4千5百万円(前年同期比8.7％減）、経常利益は14億6百万円(前年同期比9.6％減）、親会社株

主に帰属する四半期純利益は9億4千8百万円(前年同期比10.1％減)となりました。

事業部門の区分別の売上高は、次のとおりであります。なお、当社グループの事業は単一セグメントであるため、

部門別により記載しております。

冷凍食品部門につきましては、324億8千万円(前年同期比2.8%増)となりました。

日配食品部門につきましては、57億8千1百万円(前年同期比0.6%増)となりました。

缶詰部門等につきましては、21億7千1百万円(前年同期比0.6%増)となりました。

 

(2) 財政状態の分析

資産につきましては、主に売掛金が増加したこと等により、当第３四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年

度末に比べ31億6千6百万円増加し、403億8百万円となりました。

負債につきましては、主に支払手形及び買掛金が増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ23億5千万円増

加し、264億7千5百万円となりました。

純資産につきましては、主に利益剰余金が増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ8億1千5百万円増加

し、138億3千3百万円となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は6億3百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年２月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,102,660 12,102,660
東京証券取引所
JASDAQ

(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。

計 12,102,660 12,102,660 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年10月１日～
平成29年12月31日

― 12,102,660 ― 1,474,633 ― 1,707,937
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成29年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式     4,400

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 12,090,100 120,901 ―

単元未満株式  普通株式     8,160 ― ―

発行済株式総数 12,102,660 ― ―

総株主の議決権 ― 120,901 ―
 

(注)　１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権20個)含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式35株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
日東ベスト株式会社

山形県寒河江市幸町4－27 4,400 ― 4,400 0.03

計 ― 4,400 ― 4,400 0.03
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,852,863 3,643,855

  受取手形及び売掛金 9,480,036 ※1  11,892,799

  有価証券 100,000 180,000

  商品及び製品 2,927,639 2,810,816

  仕掛品 242,839 211,513

  原材料及び貯蔵品 2,126,193 2,285,260

  その他 835,781 783,251

  貸倒引当金 △170,532 △170,612

  流動資産合計 18,394,821 21,636,883

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 6,004,466 6,287,638

   機械装置及び運搬具（純額） 5,055,933 5,181,521

   土地 3,391,053 3,391,053

   その他（純額） 696,456 176,184

   有形固定資産合計 15,147,909 15,036,397

  無形固定資産 87,577 63,124

  投資その他の資産   

   その他 3,513,016 3,573,175

   貸倒引当金 △933 △933

   投資その他の資産合計 3,512,082 3,572,242

  固定資産合計 18,747,570 18,671,763

 資産合計 37,142,391 40,308,647

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 6,210,617 ※1  9,282,716

  短期借入金 2,710,000 2,110,000

  未払法人税等 363,862 119,244

  賞与引当金 385,988 114,589

  その他 5,728,171 ※1  6,138,687

  流動負債合計 15,398,638 17,765,238

 固定負債   

  長期借入金 5,907,374 6,018,938

  役員退職慰労引当金 286,397 229,546

  退職給付に係る負債 1,546,034 1,580,620

  その他 986,186 880,847

  固定負債合計 8,725,992 8,709,951

 負債合計 24,124,630 26,475,189
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,474,633 1,474,633

  資本剰余金 1,707,937 1,707,937

  利益剰余金 8,968,083 9,735,351

  自己株式 △4,018 △4,124

  株主資本合計 12,146,635 12,913,797

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 362,517 471,108

  為替換算調整勘定 39,006 25,885

  退職給付に係る調整累計額 △142,513 △120,547

  その他の包括利益累計額合計 259,010 376,447

 非支配株主持分 612,114 543,213

 純資産合計 13,017,760 13,833,457

負債純資産合計 37,142,391 40,308,647
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 39,512,503 40,433,839

売上原価 31,160,224 31,934,939

売上総利益 8,352,279 8,498,900

販売費及び一般管理費 6,879,043 7,153,780

営業利益 1,473,235 1,345,120

営業外収益   

 受取利息 2,180 3,635

 受取配当金 24,127 24,592

 持分法による投資利益 38,429 34,125

 補助金収入 52,788 47,489

 その他 52,775 30,498

 営業外収益合計 170,300 140,340

営業外費用   

 支払利息 84,356 77,729

 その他 2,570 872

 営業外費用合計 86,927 78,601

経常利益 1,556,608 1,406,859

特別利益   

 固定資産売却益 5,624 37

 投資有価証券売却益 6,588 0

 その他 2,782 55

 特別利益合計 14,995 93

特別損失   

 固定資産売却損 3,835 -

 固定資産除却損 40,515 41,225

 投資有価証券評価損 5,599 -

 その他 5,935 4,194

 特別損失合計 55,886 45,419

税金等調整前四半期純利益 1,515,718 1,361,532

法人税、住民税及び事業税 352,832 321,667

法人税等調整額 107,466 147,417

法人税等合計 460,299 469,085

四半期純利益 1,055,419 892,447

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） - △56,294

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,055,419 948,742
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 1,055,419 892,447

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 86,628 100,615

 為替換算調整勘定 - △25,727

 退職給付に係る調整額 26,304 21,965

 持分法適用会社に対する持分相当額 4,623 7,975

 その他の包括利益合計 117,556 104,829

四半期包括利益 1,172,975 997,277

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,172,975 1,066,178

 非支配株主に係る四半期包括利益 - △68,901
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当第３四半期連結会計期間の末日は金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

受取手形 ―千円 381,858千円

支払手形 ― 1,127,312

その他(設備支払手形) ― 126,420
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日)

減価償却費 1,218,015千円 1,198,715千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日
定時株主総会

普通株式 181,474 15.00 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月27日
定時株主総会

普通株式 181,474 15.00 平成29年３月31日 平成29年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループの事業は、食品の製造販売並びにこれらの付帯事業の単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

   １株当たり四半期純利益金額　　 87円32銭 78円42銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 1,055,419 948,742

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(千円)

1,055,419 948,742

   普通株式の期中平均株式数(株) 12,087,370 12,098,235
 

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年２月９日

日東ベスト株式会社

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   髙　　橋　　和　　典   印

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   鈴　　木　　克　　子   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日東ベスト株式

会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日東ベスト株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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